なぜ旅行するのかは人それぞれだろう。
旅先で美術館に行くのが私の旅の目的だった。
私は大学での専攻が美術史だった。一般教養として日本美術史や東洋美術史も学び、さらに美学も習うが、中心は西洋美術史である。
西洋美術史の花形と言えば、なんといってもルネサンスや印象派。これは美術館でもこの時代をテーマにした展覧会が沢山開かれて定番と化しているだろう。
私の学部生時代の研究室はルネサンスの先生が一人いるほか、さらにドイツ中世の先生がいた。中世キリスト教写本などの講義を受け持っていた。

初めてドイツやポーランドの美術館を巡ったとき、キリスト教絵画の想像以上の収蔵品の多さに圧倒された。
美術史の教科書をめくると載っている絵画や彫刻は、いわば代表作で日本でも知られているものだ。それはごく一部なので、その土地では知られている、同時代の作家でも名前さえ聞いたことがないことが多い。その作家たちも根付いていて土地で活躍して作品が残ったのだ。
タイトルと作家名が載っている小さなプレートをキャプションという。海外の美術館ではこのキャプションがつけられていないこともある。本来、美術品がコレクションとして邸宅に飾られていたものと考えるといちいち解説を付けないのが自然なのかもしれない。
日本でもよく見る、作品をよく観察できるような無機質な白い壁に展示するタイプの美術館は博物館学の先生から聞いていた。
いつもの博物館と違うことに感動したが、主題がわからないという壁にぶつかってしまったのは想定外だった。私の勉学がまだまだであることを示しているのだが、それは外国語学習の壁に似ていた。実際にその文化圏で触れて、実地で頭を使う実践がたりていなかったのだ。
例えば聖者がどの聖者なのかわからない。聖者を見分ける持ち物であるアトリビュートの知識は一通り知っていたはずだったのに…
美術史でのキリスト教美術の知識と聖書の知識がまたちょっと違っていた。
それは美術としてその地方で作家たちによって描かれるまでに、土着の文化の要素が吸収されたり、画家独自の解釈が入ったり、いわば聖書外の要素が多分に含まれているのだ。
もちろん、聖書は原点として引用元を探るために傍らに置き、何かもとになっている記述がないか探ってみようと思うのだが、原典は案外あっさりとしたシンプルな記述なのである。
構成の解釈が加わって、蜂蜜が熟成されるがごとくに文化が醸成されてきたことによる。
もう少し私に探求するためのスキルがあったら博物館員に問い合わせるか、所蔵資料を読むなどして探っていけるはずだった。
惜しかった。あの時もっと深く探ることが出来たら。
そんな悔しさはきっと次の旅行で活かされるはずである。
